


の年末・年始への拡大は行なわないように、との全国から強い要望があがってきて

おります。

また、「高速道路料金原則無料化施策」については、前途に極めて大きな不安を

覚え、その結果、「当該施策の絶対反対や実施見送り、又は大幅な見直し」を求め

る悲痛な声が全国各地のバス事業者から別添のとおり寄せられております。（参照:

別添２） 

以上申し述べました通り、特に現状の「１，０００円施策」についても公共交通

の立場から、その早急な是正改善が求められる実情にもかんがみれば、今般の「高

速道路料金の原則無料化施策」につきましては、全国バス事業者の声を踏まえ、日

本バス協会として、下記の理由により善処方を強く申し入れをさせて頂きます。

記

１．低廉で庶民の足として利用されている、都市間交通（年間１億人の利用）を担

う高速バス事業の経営に甚大な影響を与え、その事業の存立基盤を喪失するお

それがある。さらに、この収益源が喪失することにより、当該事業者が運営す

る地方の生活路線のネットワーク維持を危うくするものである。

２．高速道路料金を原則無料化した場合は、移動手段としてレール、バス、マイカ

ーの役割分担を根底から崩し公共交通体系を損うおそれがある。このため、拙

速な高速道路料金の無料化に全国の事業者が、反対している。

渋滞等の実情を踏まえ充分な期間をとって実証実験を行うとともに、各公共交

通関係者からの意見も聴取し、諸課題の解消を図り、「環境を悪化させない・

公共交通を守る」を重要な柱とした「総合交通体系ビジョン」を確立された上

で、高速道路料金施策の見直しをすべきである。

３．バス輸送など公共交通が減退し、マイカーの増加をもたらし、一人１キロメー

トル移動するのに排出するＣＯ２はバスはマイカーの１/３程度といわれている

中、本施策は地域環境保全・温室効果ガス削減にも大きく逆行するおそれがあ

る。 



社団法人日本バス協会

平成２１年度お盆期間における輸送実績について

高速バス 大手１４社の輸送動向 お盆期間:８月６日（木）～８月１８日（火） 

○ 輸送人員は、前年に比べて減少。特に四国・九州の中距離運行が大きく減少。

ＧＷ期間より輸送人員の減少は拡大。

○ 減少理由は、高速道路料金マイカー上限１，０００円・景気の低迷・台風９号（８月１０日）・

駿河湾を震源とする地震（８月１１日）等の影響が考えられるがどの程度が高速道路料金引

下げによるものかは判断困難。

○ 高速道路の渋滞により、多くの路線で定時運行が困難となった。

ＧＷ期間中よりも遅延による最大運行時間は若干緩和。

ＧＷと同様、遅延に伴うバス事業者のコスト増加。

○ ＳＡ等休憩施設は、昼間、警備員による大型車駐車スペースの確保が行われたが、進入レー

ンの混雑により利用困難となった施設あり。

【速報値】

２１年度 ２０年度

東北・関東
（６事業者）

641,424 694,011 92.4% 334分
（5時間34分）

472分
（7時間52分）

北陸・中部・近畿
（４事業者）

169,517 184,646 91.8% 436分
(7時間16分)

608分
（10時間08分）

四国・九州
（４事業者）

353,300 435,014 81.2% 438分
（7時間18分）

631分
（10時間31分）

計・平均 1,164,241 1,313,671 88.6% 394分
(6時間34分)

557分
（9時間57分）

（社）日本バス協会調べ

【速報値】

２１年度 ２０年度

東北・関東
（６事業者）

423,657 436,990 96.9% 334分
（5時間34分）

551分
（9時間11分）

北陸・中部・近畿
（４事業者）

110,280 114,470 96.3% 436分
(7時間16分)

765分
（12時間45分）

四国・九州
（４事業者）

320,586 358,121 89.5% 438分
（7時間18分）

733分
（12時間13分）

計・平均 854,523 909,581 93.9% 394分
(6時間34分)

668分
（11時間08分）

（社）日本バス協会調べ

調査対象地域

輸送人員（人）
前年比
(21/20)

通常運行時間
遅延による
最大運行時間

平成２１年お盆期間等（8月6日(木)～8月18日(火)）における輸送動向

※「通常運行時間」は各事業者毎の通常運行ダイヤによる平均。「遅延による最大運行時間」は各事業者毎の遅
延による最大運行時間の平均。「計・平均」は当該運行時間の合計を事業者数で割って算出。

遅延による
最大運行時間

（参考）ゴールデンウィーク期間（4月29日(水)～5月6日(水)）における輸送動向

輸送人員（人）

調査対象地域
前年比
(21/20)

通常運行時間
(通常運行ダイヤによ
る平均)

※ ※
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一日当り
輸送人員

対前年
一日当り
輸送人員

対前年
一日当り
輸送人員

対前年
一日当り
輸送人員

対前年
一日当り
輸送人員

対前年
一日当り
輸送人員

対前年

42,334 102.2% 33,364 99.0% 32,589 96.5% 30,977 96.3% 33,573 94.9% 43,732 92.7%

48,633 100.2% 39,822 92.4% 44,544 90.5% 42,083 93.5% 43,668 89.4% 47,271 88.5%

44,366 101.5% 35,301 96.7% 37,602 94.6% 33,938 95.3% 36,504 92.9% 44,874 91.3%

── -1.9% ── -6.5% ── -5.9% ── -2.8% ── -5.4% ── -4.2%

注： 大手事業者14社・135路線を集計

平日と
土・日・祝日
の差

平成21年4月 平成21年5月 平成21年6月

全日

平日

土・日・祝日

平成21年3月

高速バスにおける１日当り輸送人員（対前年同月比較）

平成21年8月平成21年7月

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

105.0%
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対
前
年

全日

平日

土・日・祝日


